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ダ ル マ タ ー シー ラ考

原 田 覺

こ こ に採 り上 げ る の は,チ ベ ッ トの 吐 蕃 時 代 の 「大 校 閲 の 翻 訳 師[で]大 徳

[た る]ダ ル マ ター シ ー ラDharma ta sila(Dharmatasila)」 で あ り,西 暦814年 の編

纂 で あ る 『二巻 本 語 合 』sGra sbyor bom po gnis pa の 前 書 で は 「チ ベ ッ トBodの 親

教 師mkhan po[た る]ラ トナ ラ ク シ タ1)Ratnar aksita(Ratnaraksita)と|ダ ル マ

タ ー シ ー ラDharmmatosilaと1翻 訳 師[で]学 者 に属 す る ジ ュニ ャ ー ナ セ ー ナ

Dzna nase na(イ ェシ ェデYe ses sde)と|」(注1註l Ishikawa p.1,ll.10-12)と して チ

ベ ッ ト人 学 僧 の第 二 番 目 に そ の名 前 が 挙 が って い る.ま た 西暦836年 の 編 纂 で あ

り,吐 蕃 時 期 に蔵 訳 した仏 典 の 正 式 な一 切 経 目録 で あ る 『デ ン カ ル マ 目録 』dkar

chag lDan dkar ma(DK.)は,ダ ル マ タ ー シ ー ラが蔵 訳 した と見 徹 し得 る幾 つ か の

仏 典 を記 載 して い る(注1註2参 照).こ こで は,現 存 大 蔵 経 との対 照 に よ り,そ

れ 等 の仏 典 を確 定 した 上 で,各 仏 典 の現 存 大 蔵 経 の 奥 書 を 調 査 す る こ とに よ り,

この翻 訳 師 の歴 史 像 の 一 端 を明 らか に す る と共 に,こ の翻 訳 師 を 吐 蕃 仏 教 史 の展

開 の 中 に如 何 様 に位 置 づ け る こ とが 出来 るの か,そ の可 能性 につ い て 論 ず る.

さて 北 京 版 の大 蔵 経(Ped.)の 著 者 名 の索 引 に は,該 当 す る著 者 名 を見 出 す こ

と はで き な い け れ ど,訳 者 名 の索 引 に よ る とダ ル マ タ ー シ ー ラの翻 訳 と して9種

類 の仏 典 と,翻 訳 師 の蔵 語 名 で あ るチ ゥニ ツル テ ィムChos nid tshul khrimsの 翻 訳

と して2種 類 の仏 典 とを見 出 す(注1註3参 照).従 っ て,ダ ル マ タ ー シ ー ラ の翻

訳 仏 典 は般 若 部 に属 す るPed.No.734と,宝 積 部 に属 す るPed.No.760(12),(47)

と,諸 経 部 に属 す るPed.No.795,827,846,879,932と,中 観 部 に 属 す るPed.

No.5306と,チ ゥニ ツ ル テ ィ ム訳 の 同 じ く諸 経 部 に属 す るPed.No.843,897と の

合 計11仏 典 で あ る こ とに な る.

1.上 記 の11仏 典 に 対 応 す る デ ル ゲ 版(Ded.)の 仏 典 はDed.No.12,56,91,

127,231,160,213,176,266,179,3910で あ り(注1註4参 照),こ れ 等 の 仏

典 の 内 『デ ン カ ル マ 目録 』 に記 載 が あ る仏 典 は 「1.大 乗 の経 蔵 で般 若 波 羅 蜜 多

[経]の 部 類 に属 す る も の」 に属 す るDK.No.5と 「III.大 乗 の 経蔵 で大 宝積[経]

485



(69)ダルマ ターシーラ考(原 田)

の十 万 の法 門 の 品 に属 す る もの」 に属 す るDK .No.36,70と 「Ⅳ.大 乗 の諸 経 蔵 」

の 内 の 「26巻 以 下 か ら11巻 以 上 」 に属 す るDK .No.77と 「V.10巻 以 下 」 に属 す

るDK.No.89,97,98,103,130,141の 合 計10仏 典 で あ り(注1註5参 照),

Ded.No.3910の 記 載 は な い もの の,上 記 デ ル ゲ版 の 仏 典 番 号 の 記 載 順 は 『デ ンカ

ル マ 目録 』 の 番 号 順 に合 わ せ た もの で あ る.

さてDK.No.5は8,000頌26巻200頌(24巻100頌?)の 『八 千[頌]般 若 波 羅

蜜 多[経]』 で あ り,同 仏 典 の奥 書 は 「イ ン ドrGyagarの 親 教 師[た る]シ ャー

キ ャセ ー ナSakyasenaと ジ ュ ニ ャ ー ナ シ ッデ ィDzna na siddhiと 大 校 閲 の 翻 訳 師

[で]大 徳[た る]ダ ル マ タ ー シ ー ラ等1a sogs pa[s]が 翻 訳 し了 り且 つ 校 閲 し了 っ

て 確 定 した も の で あ る 旧 目(後 伝期 の改訂 記あ り)と あ る.共 訳 者 の シ ャ ー キ ャ

セー ナ につ い て は他 に知 る所 が な く,ジ ュ ニ ャ ー ナ シ ッデ ィ は以 下 に検 討 す る

Dノ(No.130の 他 に,ジ ナ ミ トラDzi na mi traと 彼 とイ ェ シ ェデ とでDK .No.209を,

シ ー レー ン ドラボ ー デ ィSi len dra bo dhiと 彼 とシ ャ ー キ ャ プ ラバSakya pra bhaと

イ ェ シ ェ デ とでDK.No.329,330,333を,シ ー レー ン ドラ ボ ー デ ィ と彼 とイ ェ

シ ェ デ とでDK.No.334を 共 訳 して お り,No.130以 外 の 奥 書5種 に は 全 て 「新

[欽]定 語skad gsar chad(注1註7参 照)に よ って も改 訂 し了 っ て[か ら]」 とい

う記載 が あ り 『二 巻 本 語 合 』 の編 纂 に 関 わ っ た 「印度Nihog[人]の 親 教 師[で]

阿 闍 梨[た る]」(注1註1 1shilcawap.1,1.9)ジ ナ ミ トラ とシ ー レー ン ドラ ボー デ ィ と

共 訳 して い るの で,814年 前 後 以 降 の 時 期 に翻 訳 事 業 に携 わ っ た と考 え 得 る.そ

の 意 味 で は 『二 巻 本 語 合 』 の 前 書 に名 前 の な い シ ャ ー キ ャ セ ー ナ は814年 に は既

に死 亡 して い たか,帰 国 した か,或 い は逆 に814年 以 降 に短 期 間入 蔵 した 学 僧 で

あ っ た か と考 え得 る.

DK.No.36は6,000頌20巻 の 『菩 薩蔵[経]』 で あ り,同 仏 典 の奥 書 は 「イ ン ド

の親 教 師[で]阿 闍 梨[た る]ス 『レ.一ン ドラSurendraと|シ ー レー ン ドラ と|

阿 闍梨[た る]ダ ル マ タ[一]シ ー ラDharma ta silaが 翻 訳 し了 り且 つ 校 閲 し了 って

新[欽]定 語 に よ っ て も改 訂 し了 っ て か ら確 定 した も の で あ る‖‖ 」 とあ る.共

訳 者 の 印度 人 学 僧 が夫 々 ス レー ン ドラ[ボ ー デ ィ]と シー レー ン ドラ[ボ ー デ ィ]

を 指 す とす る な ら ぼ,こ の 序 列 で 『二 巻 本 語 合 』 の 前 書 に 記 載 が あ る(注1註

11shilcawap.1,11.910)の で,や は り814年 前 後 の翻 訳 と見 徹 し得 る.

DK.No.70は900頌3巻 の 『宝 髪[菩 薩]所 問[経]』 で あ り,同 仏 典 の 奥 書 は

「イ ン ドの 親 教 師[た る]カ マ ラ シ ー ラKa ma la si laと ⊥ 大 校 閲 の翻 訳 師[で]

大 徳[た る]ダ ル マ タ ー シ ー ラ が翻 訳 し 了 り且 つ 校 閲 し了 っ て 新[欽]定 語 に
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よ っ て も改 訂 し 了 っ てか ら確 定 した も ので あ る 旧1」 とあ る.北 京 版 の奥 書 で は

下 線 部 の共 訳 者 を落 と して い る(注1註3参 照)一 方 で,共 訳 者 で あ る著 名 な カ マ

ラ シ ー ラ は,同 じ く著 名 な テ ィ ソ ンデ ツ ェ ンKhristunldebtsan王(742-797)と

相 前 後 して非 業 の死 を迎 え た とい う こ とで あ る(注1註6参 照)の で,恐 ら く 「新

[欽]定 語 」 の制 定 が あ っ た814年 との 問 に,約17年 間 の 時 間差 が あ り 「改 訂 」

の時 に わ ざ わ ざカ マ ラ シ ー ラの 名 前 を残 した の で あ るな ら ぼ,ダ ル マ タ.一シ ー ラ

が カ マ ラ シー ラ に嗣 法 した可 能 性 が 出て くるで あ ろ う.

DK.No.77は4,500頌15巻 の 『顕 一 切 法 自性 平 等[月 燈]三 昧 王[経]』 で あ

り,同 仏 典 の奥 書 は 「イ ン ドの親 教 師[た る]シ ー レ.._ン ドラ ボ ー デ ィ と1大

校 閲 の翻 訳 師[で]大 徳[た る]ダ ル マ タ ー シ ー ラDharma ta si laが 翻 訳 し了 り

且 っ 校 閲 し了 っ て1新[欽]定 語 に よ っ て も改 訂 し了 っ て か ら確 定 した も の で

あ る‖‖ 」 とあ る.ま たDK.No.89は2,400頌8巻 の 『宝 雲[経]』 で あ り,リ ン

チ ェ ン ツ ォRin chen htsho(ラ トナ ラクシタ)と 共 訳 して お り 「新[欽]定 語 」 に

よ る 「改 訂 」 を記 載 して い な い(注1拙 稿参照).

DK.No.97は2,100頌7巻 の 『勝 思惟 梵 天 所 問[経]』 で あ り,同 仏 典 の 奥 書 は

「イ ン ドの親 教 師[た る]シ ャ ー キ ャ プ ラバSakya prabha _と⊥ ダ ル マパ ー ラDhar-

mapala止 ⊥ ジ ナ ミ トラ と1大 校 閲 の11訳 師[で]大 徳[た る]ダ ル マ タ ー シ ー

ラ圭⊥ 版parを 校 閲 し た翻 訳 師[で]大 徳[た る]デ ー べー ン ドラ ラ ク シ タDe

ben dra raksi ta」と⊥ クマ ー ラ ラ ク シ タKuma ra raksi taが 校 閲 し了 り且 つ 確 定 し

た も の で あ る‖‖」旧 と あ る.共 訳 者 の シ ャ ー キ ャ プ ラ バ の 翻 訳 は 上 述 のDK.

No.329,330,333と,以 下 に検 討 す るDK.No.98,141以 外 に,ラ トナ ラ ク シ タ

と共 訳 して い るDK.No.100-1(注1拙 稿 参照)と,イ ェ シ ェ デ と共 訳 し て い る

DK.No.163と,シ ー 『レー ン ド ラボ ー デ ィ と彼 とヴ ァイ ロ ー チ ャ ナ ラ ク シ タBairo

tsanaraksitoと 共 訳 して い るDK.No.493が あ る.ダ ル マ パ ー ラ の 同仏 典 以 外 の翻

訳 は 『デ ン カル マ 目録 』 に は記 載 が な い よ うで あ る.デ ー ベ ー ン ドラ ラ ク シ タ の

翻 訳 に はDK.No.188,193,294,312,377,505(Ded.No.4124;Ped.No.5626),507,

590(Ped.No.5232),649,650,651,652等 が あ り,シ ャ ー キ ャ シ ン ハiSakyasin

ha,ヴ ィシ ュ ッ ダ シ ンハBisuddhasinha,ダ ル マ ー カ ラDharmakara,ヴ ィ ドゥ

ヤ ー カ ラ プ ラバ バBidya ka ra pra bha ba,サ ル ヴ ァ ジ ュニ ャ ーデ ーバSarba dzna de

ba,ジ ュ ニ ャ ー ナ ガ ル バDznana garbha等 と共 訳 し て お り,そ の 内DK.No.193,

294,312,377,507,649,651,652は そ の 出 身 地 を ッ ァ ンrTsati[s]/gTsanと 明

示 して い る.ま た 「新[欽]定 語 」 に よ る 「改 訂 」 を記 載 す る,奥書 が 全 くな く
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「翻 訳 師[で]大 徳[た る]」 或 い は 「翻 訳 師[で]比 兵[た る]」 デ ー ベ ー ン ド

ラ ラ ク シ タが 翻 訳 した も の をDK.No.193で は 「大 校 閲 の翻 訳 師[で]大 徳[た

る]ル イ ゲ ンツ ェ ンKluhi rgyal mtshanが 大 校 閲 をい た し ま して確 定 し 了」 って お

り,DK.No.651,652で は 「大 校 閲 の翻 訳 師[で]大 徳[た る]ペ ル ツ ェ クdPal

brtsegsが 校 閲 を し て確 定 し了 」 っ て い る の で,デ ー べ 一 ン ドラ ラ ク シ タ は ペ ル

ツ ェ ク の後 輩 とな る2).ク マ ー ラ ラ ク シ タ につ い て 知 る所 は な い も の の,記 載 の

序 列 か らデ ー ベ ー ン ドラ ラ ク シ タ の更 に後 輩 とな る.以 上 の こ とか ら,同 仏 典 は

本 来 ジ ナ ミ トラ とダ ル マ タ ー シー ラが 「確 定 し了 った も の」 を,後 に シ ャー キ ャ

プ ラバ と,恐 ら くダ ル マパ.一 ラ と,デ ー べ 一 ン ドラ ラ ク シ タ とク マ ー ラ ラ ク シ タ

が 翻 訳 し直 して,下 線 部 の部 分 を 本 来 の奥 書 に書 き加 えた も の と考 え得 る.そ の

場 合 で も 「翻 訳 し了 り且 つ 」 の句 を落 と して い る こ とに な る.

DK.No.98は2,100頌7巻 の 『利 益 央 掘 魔 羅[経]』 で あ り,同 仏 典 の 奥 書 は

「イ ン ドの親 教 師[た る]シ ャ ー キ ャ プ ラバiSakyaprabhaと 【 大 校 閲 の翻 訳 師

[で]大 徳[た る]ダ ル マ タ ー シ ー ラ と中 国rGyaの 翻 訳 師[で]大 徳[た る]ト

ンHo血/Ton阿 闍 梨 な どが翻 訳 し了 り且 つ 校 閲 し了 っ て確 定 した も の で あ る‖‖ 」

とあ る.ト ン阿 闍 梨 につ い て知 る所 は 何 も な く,梵 本 の蔵 訳 た漢 訳 仏 典 を利 用 す

べ き必 要 が 何 か あ っ た ので あ ろ うか .

DK.No.103は1,800頌6巻 の 『無 垢 称 所 説[経]』 で あ り,同 仏 典 の奥 書 は 「頌

は 千 八 百 で あ っ て巻 は 六 な の で あ る 目 翻 訳 師[で]大 徳[た る]チ ゥニ ツ ル

テ ィ ム が翻 訳 し了 り且 つ 校 閲 し了 っ て確 定 した も の で あ る‖‖ 」 とあ る.イ ン ド

人 学 僧 の共 訳 者 を落 と して お り,イ ン ド人 学 僧 とチ ベ ッ ト人翻 訳 師 が 共 同 して翻

訳 を行 うべ し とす る規 定 に反 して い る(注1拙 稿参照).

DK.No.130は900頌3巻 の 『[称揚 諸 仏 功 徳]華 聚[経]』 で あ り,同 仏 典 の 奥

書 は 「イ ン ドの 親 教 師[た る]ジ ュニ ャ ー ナ シ ッデ ィDznana sid dhiと|大 校 閲

の翻 訳 師[で]大 徳[た る]ダ ル マ タ._シ ー ラ等 が 大 校 閲 を 致 しま し了 っ て確 定

した もの で あ る‖‖」旧 とあ る.こ の 奥 書 も 「翻 訳 し了 り且 つ 」 の 句 を落 と して い

る.

DK.No.141は600頌2巻 の 『説 示 世 俗 勝義 諦[清 浄 毘尼 方 広 経]』 で あ り,同

仏 典 の 奥 書 は 「イ ン ドの 親 教 師[た る]シ ャー キ ャ プ ラバ と1ジ ナ ミ トラ と1

大 校 閲 の翻 訳 師[で]大 徳[た る]ダ ル マ タ ー シ ー ラ等 が翻 訳 し了 り且 つ校 閲 し

了 っ て か ら確 定 した も の で あ る1口1」 と あ る.こ の 奥 書 も ジ ナ ミ トラ と シ ャ ー

キ ャ プ ラバ の序 列 を逆 転 して お り,上 述 のDK.No.97と 同様 の事 情 が あ っ た上 で,
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奥 書 文 面 に 脱 落 が 生 じた もの とす べ きで あ ろ う.

プ トンBuston(1290～1364)の 『仏 教 史 』 は上 記 以外 に もダ ル マ タ ー シ ー ラの蔵

訳 仏 典 を記 載 して お り,そ れ は西 岡No.258で あ り(注1註9参 照),DK.No.93に

相 当 す る2,100頌7巻 の 『無 尽 意[菩 薩]所 説[経]』 で あ る.北 京 版 は奥 書 を欠

い て お り,デ ル ゲ版 の 奥 書 は 「大 校 閲 の 翻 訳 師[で]大 徳[た る]ダ ル マ タ ー

シ ー ラが 校 閲 し了 り1新[欽]定 語 に よ っ て も改 訂 し了 っ て 確 定 し た も の で あ

る‖‖ 」 とあ る.イ ン ド人 学僧 の共 訳 者 と 「翻 訳 し 了 り且 つ 」 の句 を 落 と して い

る.

以 上 に 見 た 如 くダ ル マ タ ー シ ー ラ の 翻 訳 は大 乗 経 典 の み で あ り,翻 訳 総 量 は

31,400頌 で104巻200頌 とな り,そ の 内 シー レー ン ドラ[ボ ー デ ィ]と の 共 訳 が

10,500頌35巻 で 全 体 の 約33%強 で あ り,ジ ュ ニ ャ ー ナ シ ッデ ィ との共 訳 が8,900

頌29巻200頌 で全 体 の 約28%強 で あ り,ジ ナ ミ トラ或 は シ ャ ー キ ャ プ ラバ との

共 訳 が4,800頌16巻 で 全 体 の 約15%強 で あ る.ま た 「新[欽]定 語 に よ っ て も

改 訂 し了」 っ た翻 訳 が13,500頌45巻 で 全 体 の約42%強 で あ り,上 述 のDKNo.97

の よ う に改 めて 翻 訳 し直 した も の の あ る こ とや,現 存 の奥 書 に誤 脱 の あ る可 能 性

を考 え る と,11訳 総 量 や 「改 訂 」 を受 け た仏 典 数 は よ り以上 の分 量 で あ っ た とす

るべ き で あ ろ う.

II.現 存 の 西 蔵 大 蔵 経 に収 載 し 『デ ンカ ル マ 目録 』 に 記 載 の な いDed.No.3910;

Ped.No.5306は ヴ ィ マ ラ ミ トラBi ma la mi tra造 『頓 入[の]無 分 別 の修 習 義 』 で

あ り,尾 題 に 続 く奥 書 は 「イ ン ドの親 教 師[た る]ダ ル マ タ ー シ ー ラ と1大 校

閲 の翻 訳 師([で]大 徳)[た る]イ ェ シ ェ デ が翻 訳 し 了 り且 つ校 閲 し了 って 確 定

した の で あ る‖‖ 」 とあ る.吐 蕃 期 に入 蔵 した イ ン ド人 学 僧 ダ ル マ タ ー シー ラ に

っ い て は従 来 報 告 が な い の で,奥 書 自体 が偽 作 で あ り,著 名 な イ ェシ ェデ の 名 前

を 借 用 し て い る こ とか ら,恐 ら く彼 の 没後 『デ ン カ ル マ 目録 』 の 成 立 した836年

以 降 に こ の奥 書 は 成 立 した と思 わ れ る.既 に報 告3)し た よ づに 同 資 料 に は 『修 習

次 第 』 三 編 とPelliot tibetain(Pt.)No.116か ら の 引用 が あ り,Pt.資 料 は チ ベ ッ ト

撰 述 文 献 で あ るの で,ヴ ィマ ラ ミ トラが 著者 で あ る可 能 性 は殆 どな い とす るべ き

で あ ろ う.ま た 『修 習 次 第 』 三 編 はDK.No.606a～cで あ り,い ず れ も プ ラ ジ ュ

ニ ャ ー ヴ ァ ル マPradzna varmaと イ ェ シ ェ デ[等]が 共 訳 して お り 「新[欽]定

語 」 に よ る 「改 訂 」 を 記 載 して い な い の で,少 な く とも 異訳 の敦 煌 写 本 の あ る初

編4)は イ ェシ ェデ[等]が 新 た に翻 訳 し直 した もの の よ うで あ る.初 編 の 敦 煌 写

本 は奥 書 を持 つ て い な い ので,蔵 訳 の詳 細 は不 明 で あ る け れ ど,上 述 の 亥口く若 し
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も ダ ル マ タ ー シー ラが カ マ ラ シー ラ に嗣 法 した の で あ れ ば,彼 の翻 訳 で あ る可 能

性 が 生 ず る と共 に,偽 作 の奥 書 に彼 の 名 前 を借 用 した理 由 とも考 え る こ とが で き

る.

皿.ダ ル マ タ ー シー ラの 名 前 は 『二 巻 本 語 合 』 の 前書 に記 載 す るテ ィ ソ ンデ ツ ェ

ン王 代 の翻 訳 師 の 名 表(注1註1Ishikawap.1,ll.17～20)中 に そ の 名 を見 出 す こ とが

で きず,吐 蕃 訳 経 史 の 諸 事 情 か ら,ラ トナ ラ ク シ タ の後 輩 で イエ シ ェ デ の先 輩 で

あ った と推 定 で き る に過 ぎ な い.794年 に入 蔵 した(注1註6参 照)カ マ ラ シ ー ラ

に嗣 法 した とす るな ら ぼ,彼 の活 躍 年 代 は それ 以 降 か ら814年 を そ う長 くは 隔 た

らな い 以後 にか け て の,9世 紀 最 初 の四 半 期 を中 心 と して い た とす る こ とが で き

る.「 新[欽]定 語 に よ っ て も改 訂 し 了」 っ た翻 訳 が13,500頌45巻 で 全 体 の約

42%強 で あ る こ とか ら,現 存 大 蔵 経 に収 載 して い る彼 の蔵 訳 仏 典 は814年 に前 後

す る短 期 間 の もの で あ る と して,大 き な 誤 りはな いで あ ろ う.ま た彼 の 蔵 訳 仏 典

が大 乗 経 典 の み で あ るの は,吐 蕃 の翻 訳 組 織 が 「新[欽]定 語 」 に よ る翻 訳 に蔵

訳 仏 典 を統 一 す るに 当 た って,恐 ら く大 乗 経 典 を最 初 に統 一 す る順 序 付 け を した

た め で あ ろ う,と 推 定 す る こ とが で き る.特 に ラ トナ ラ ク シ タ及 び彼 の蔵 訳 仏 典

は,吐 蕃 仏 教 に とっ て何 等 か の重 要 性 を 持 っ た とも推 定 で き る けれ ど,そ の詳 細

に つ い て は今 後 の 課題 とした い.

1)拙 稿 「ラ トナ ラクシタ考」 『印度学仏教 学研究 』53-1,日 本 印度学 仏教学 会,東 京,

2004(平 成16)年 を参照 いただ きた い.尚,紙 幅の都合 で省 略 した拙稿 の注 は,本 稿

と多 くの部分 で重複 す るので,以 下に註 として掲載す る.註1)『 二巻本語合』 に対

す る筆者 の基 本的見解 は拙稿 「Mahavyutpattiの成立事情」 『日本 西蔵 学会々報』25,同

学 会,1979(昭 和54)年 を参 照 いた だ きたい.利 用 す るテ キス トと して はEd.byM.

Ishikawa,A Critical Edition of the sGra sbyor bam po gnyis pa,Studia Tibetica l8,The Toyo

bunko,Tol{ya,1990,cfp.1,11.10～11;石 川美 恵 『二巻 本 訳語 釈―― 和 訳 と注 解―― 』

Studia　Tibetica28,(財)東 洋文庫,東 京,1993(平 成5)年 の前著 を参照 いただきたい.

但 し引用蔵語 のローマ字転 写 と現代語訳 は筆者 の もの に改 めてあ る.ま た引用の行数

は注記 を 除い て,本 文 のみ の行数 で あ る.尚dPah bo　gtsug lag hphren ba,mKhas pahi

dgah ston(KhG.), Sata Pitaka Series (SPS.) 9-4,New Delhi,1962,fol.132b3は 明 らかに 『二巻

本語合 』 の前書 を利用 した文脈で あ るに も関 わ らず 「チベ ッ トの親教 師[た る]ダ ル

マラクシタDharma raksi taと ダルマ ター シー ラDharma ta sila」として,ラ トナラクシタ

の名前 を誤 ってい る.註2)『 デ ンカルマ 目録』 の紹介研究 にはM.Lalou,Les Textes

Bouddhiques au Temps du Roi Khri-stun-lde. bcan,Journa/Asiatigue241-3,Paris,195;芳 村修

基 「デ ンカルマ 目録 の研 究」 『イ ン ド大 乗仏 教思想研 究 』百華苑,京 都,1974(昭 和

49)年 が あ り,仏 典 番号 はLalou女 史 の ものを依 用 す る.ま た同 目録 に対 す る筆 者
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の基 本 的 見 解 は拙稿 「lDan dkar ma目 録 考 」 『[田村 芳 朗 博 士 還 暦 記 念 論 集]仏 教 教 理 の

研 究 』(株)春 秋 社,東 京,1982(昭 和57)年 を 参 照 い た だ き た い.註3)著 者 名 と

訳 者 名 の索 引 は 『[影印 北 京 版]西 蔵 大 蔵 経[総 目録 ・総 索 引]』165-168,(財)鈴 木

学 術 財 団,東 京 ・京 都,1961(昭 和36)年 の 「索 引1を 参 照 い た だ きた い.ま た 北 京 版

の仏 典 の 奥 書 は大 谷 大 学 図書 館 編 『[西蔵 大 蔵 経]甘 殊 彌 勘 同 目録 』 京都 ,1930-1932

(昭和5-7)年 に簡 略 に訳 出 して あ る ので 参 照 い た だ きた い.更 に筆 者 は嘗 て拙 稿 「吐

蕃 訳 経 史 」 『[講座 ・敦 煌6]敦 煌 胡 語 文 献 』(株)大 東 出版 社,東 京,1985(昭 和60)年

に於 い て,吐 蕃 時代 の ラ トナ ラ ク シ タ の翻 訳 に秘 密 疏 部 に属 す る仏 典 を も数 え入 れ た

が,誤 りで あ り以 下 の本 文 の 如 く訂 正 した い.註4)デ ル ゲ 版 西 蔵 大 蔵 経 の 目録 は

東 北 帝 国大 学 法 文 学 部 編 『西 蔵 大 蔵 経 総 目録 ・総 索 引』 仙 台,1934(昭 和9)年 で あ る.

註5)『 デ ンカ ル マ 目録 』 記 載 の 仏 典 をデ ル ゲ 版 西 蔵 大 蔵 経 に比 定 し,そ の奥 書 を 抽 出

した も の に 拙 稿 「dkar chag lDan dakr ma考 」1～Ⅳ,『[国 士 舘 大 学]教 育 学 論 叢 』9～

ll,13,国 士 舘 大 学 教 育 学 会,東 京,1991～3,5(平 成3～5,7)年(未 完)が あ り,

こ こで は テ キ ス ト と して 拙 稿1とⅡ を依 用 す る.註6)テ ィ ソ ン デ ツ ェ ン王 に つ い

て は 山 口瑞 鳳 「吐蕃 王 国仏 教 史 年 代 考 」 『成 田 山 仏 教 研 究 所 紀 要 』3,成 田 山 新 勝 寺,

1978(昭 和53)年 を 参 照 い た だ き た い.註7)新[欽]定 語 に っ い て の 筆 者 の基 本

的 理 解 は拙 稿 「sGra sbyor bom po gnis pa考 」 『印度 学 仏 教 学 研 究 』27-2,日 本 印度 学 仏

教 学 会,東 京,1979(昭 和54)年;同(b)「 縁 起 の 蔵 訳 語1『 東 方 』1,東 方学 院,東 京,

1985(昭 和60)年 を 参 照 い た だ き た い.註8)筆 者 が 嘗 て拙 稿 「漢 文 蔵:訳仏 典 考 一

,一特 にDK.No.267に つ いて 」 『国 士 舘 哲 学 』7,国 士 舘 大 学 哲学 会,東 京,2003(平

成15)年 に於 い て,ラ トナ ラ ク シ タ は 「当 然 の こ と と して イ ン ド仏 教 を 学 ん だ 学 僧 で

あ り,漢 文 蔵 訳 の仏 典 の奥 書 に 「大 校 閲1の 役 を果 た す 者 と して 名 前 を 出 す の は,如

何 に も不 自然 で あ る」 と した 点 そ の他 は,本 文 の如 く再 検 討 を 要 す る.ま た 同 拙 稿 は

上 記 のPed.No.904,5494(DK.No.94,537)の 奥 書 の 検 討 も行 っ て い る.註9)プ ト

ン 『仏 教 史 』 はEd.by.Lokesh Chandra,The Collected Works of Bu-ston24,SPS.64,

NewDelhi,1971を 依 用 す る.ま た 『仏 教 史 』 目録 部 の仏 典 番 号 は西 岡祖 秀 「『プ トゥ ン

仏 教 史 』 目録 部 索 引 」1～Ⅲ,『[東 京 大 学 文 学 部]文 化 交 流 研 究 施 設 研 究 紀 要 』1981～3

(昭 和56-58)年 に従 い,西 岡No.と して 示 す.註10)こ の 前 後 の記 述 に 関 し て は

拙 稿 「Sad mi drug出 家 考 」Sambbasa4,名 古 屋 大 学 印度 学 仏 教 学 研 究 会,1982(昭 和

57)年 を 参 照 い た だ きた い.但 し拙 稿 に於 い て は,プ トン 『仏 教 史 』 の 伝 え る伝 承 も

「い ず れ に して も後 代 の付 加 」 を 受 け た も の と し,後 述 の バ=テ ィ シ ェ ル キ ブ=テ ィ

シ ッ クが 「印 度 仏 教 の 導 入 に も重 要 な 役 割 を 果 た した か の 如 き諸 伝 承 の 混 乱 と発 展 」

が あ っ た とす る仮 説 を提 示 して お り,本 文 の如 くに 訂正 した い.註11)『 バ シ ェ ー』

の テ キ ス トに はEd.byR.A.Stein,Une chronique ancienne de bSam-yas:sBa-bzed4,L'lnstitut

des Hautes Etudes Chinoises, Textes et Documentsl,Paris,1961;工 布 吉 村 編 『[巴色 朗 著]

巴協 』 民 族 出版 社,北 京,1980年(同 資 料 は西 岡祖 秀 氏 の ご好 意 に よ り入 手 した);柊

錦 華,黄 布 凡 訳 注 『[坂塞 嚢 著]坂 協 訳 注 』 四 川 民 族 出 版 社,1990年;Tr.&ed.byP.

Wangdu & H. Diemberger, dBa' bzhed: The Royal Narrative concerning the bringing of the

Buddha'sDoctrine to Tibet,Philosophisch-Historische Klasse Denkschriften291,  
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Osterreichische Akademie der Wissenschaften,　 Wien,2000が あ る.但 しStein氏 と修 氏 の テ

キ ス トは 同一 資 料 で あ る.ま たDiemberger女 史 は 同資 料 中 に縁 起 の 旧 蔵 訳 語 が あ る こ

と を 指 摘 し て い る(p.12,fol.18b1細 字;注7拙 稿(b)参 照).尚,川 越 英 真 「rBa

bshedの 一 考 察mKhaspaltidgahstopの 引用 を 手 が か り と して― 」 『[東北 印 度 学

宗教 学 会]論 集 』5,同 学 会,仙 台,1978(昭 和53)年 を参 照 い た だ きた い.註12)

山 口 瑞 鳳 「チ ベ ッ ト仏 教 と新 羅 の 金 和 尚 」 『新 羅 仏 教 研 究 』 東 京,1973(昭 和48)年;

同 「rin lugs rBa deal dbyans―bSam　 yasの 宗 論 を め ぐる一・問 題 」 『[平川 彰 博 士還 暦 記

念 論 集]仏 教 に お け る法 の 研 究 』(株)春 秋 社,東 京,1975(昭 和50)年 を参 照 い た だ

き た い.註13)拙 稿 「摩 詞 術 禅 師考 」 『仏 教 学 』8,仏 教 学 研 究 会,東 京,1979(昭

和54)年;注10拙 稿 を 参 照 い た だ き た い.註14)G.Tucci,Minor Buddhist Texts 2,

Serie Orientate Rome9-2,ISMEO.,Rome,1958を 参 照 い た だ きた い.但 し筆 者 は本 文 に 示

す様 に バ=ペ ル ヤ ン とギ ャ トゥ クガ ル ケ ン を 同 一 人 物 と考 え て い るの で,注l KhG.の

著 者 の 見 解(fol.103b4)に 従 っ て,中 国 人 とチ ベ ッ ト人 との 二 人 の サ ン シ が 居 た とす

る 同氏 の主 張 は採 らな い.

2)拙 稿 「吐 蕃 に於 け る僧 伽 と中 観 論 書 の蔵 訳 」 『[江島 恵 教 博 士 追 悼 記 念 論 集]空 と実

在 』 ㈱ 春 秋 社,東 京,2000(平 成12)年 を参 照 い た だ き た い.

3)拙 稿 「bSam yasの 宗 論 以 後 に於 け る頓 門 派 の 論 書 」 『日本 西 蔵 学 会 々 報 』22,同 学 会,

東 京,1976(昭 和51)年;赤 羽 律 「VimalamitraのRim gyis 'jug pa'i bsggom don― そ の

特 徴 と問題 に つ い て 」 『日本 西 蔵 学 会 々 報 』50,同 学 会,京 都,2004(平 成16)年

を参 照 い た だ き た い。 但 し赤 羽 氏 の主 張 は採 らな い.即 ち 同 氏 は,ヴ ィ マ ラ ミ トラ の

他 の 著 作PHT.にRim gyis　,jug pa'i bsgom don(Rirn gyis.)と 並 行 す る文 章 が 存 在 す る こ

とを指 摘 して い る も の の,他 の人 物 がPHT.を も引用 してRimgyis.を 偽 作 した可 能 性 を

全 く排 除 して い な い の で,Rim gyis,.が ヴ ィ マ ラ ミ ト ラの 真 作 で あ る こ とを 証 明 した こ

とに は な らな い.ま た 『頓 入[の]無 分 別 の 修 習 義 』(Cig car.)の 首 題 の直 前 に あ る表

題 は,後 代 の大 蔵 経 編 纂 者 が 各 仏 典 に 付 し た略 題 で あ り,そ れ を 以 っ ℃ 首題 と尾 題 の

真 偽 を議 論 す る の は,論 証 が 逆 転 して い る.寧 ろ 同 氏 の 指 摘 す るRim gyis.とCig cap.

とに 並 行 す る文 章 が,他 の 仏 典 か らの 引 用 で な い とす る な らぼ,同 一 の著 者 に よ る偽

作 で あ る可 能 性 を論 ず るべ き で あ ろ う.

4)拙 稿 「敦 煌 本sGom rim dan po考 」 『日本 西 蔵 学 会 々報 』28,同 学 会,東 京,1982(昭

和57)年 を参 照 い た だ き た い.

〈キ ー ワー ド〉 ダル マ タ ー シ ー ラ,ラ トナ ラ ク シ タ,デ ン カ ル マ 目録 ヴ ィ マ ラ ミ トラ

(国 士 舘 大 学 教 授)
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from the Yogacarabhumi and the Sautrantika's Abhidharmakosabhasya in its 

criticism of the Sarvastivada school's theory that dharmas exist in past, pres-

ent, and future. 

85. The Role of Monks, Nuns, and Laity in the Anguttara Nikaya: 'the ex-

cellent disciples' in the Etadagga vagga 

Bunchird CHAOWARITHREONGLITH

In the Etadagga vagga of the Anguttara Nikaya(AN.I, pp.23-26)appear

many names of"the excellent disciples"  those who possessed special

skills or characteristics. For example, Sariputta was renowed for his pro-

found wisdom. The excellent disciples include not only monks, but also nuns

and laity. We find two other Chinese texts which correspond to the Etadagga

vagga. They are the Ekottarika Agama(T.2, pp.557a-560c)and.A1uohan jude

jing(阿 羅 漢 具 徳 経)(T.2 pp.831a-834b). The three sources do mention these

excellent disciples, although the numbers of excellent disciples mentioned

differ. However, after a comparative study on the excellent disciples'names

and skills, it can be said that these texts belong to the same origin.

In addition, the Manorathapurani and the Fenbie gongde lun(分 別 功 徳 論),

the commentaries on the Etadagga vagga and the Ekottarika Agama respec-

tively, include life stories of these excellent disciples, and they are also based

on the same original source.

 The stories of the excellent disciples exemplify the ideal Buddhist com-
munity where, as pointed out in the Etadagga vagga, monks' and nuns' role 

is to transmit Lord Buddha's teaching to the next generation, and laity's role 
is to give the Buddhist order their support. 

86. A Study of Dharmatasila 

Satoru HARADA 

The dkar chag lDMan dkar ma (A.D. 836) mentions 11 Tibetan translations 
of the Buddhist scriptures, which are translated by shus chen gyi lo tstsha ba
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ban de Dharmatasila who is one of the compilers of the sGra sbyor bam po 

gnis pa (A.D. 814), namely Lalou No. 5, 36, 70, 77, 89, 93, 97, 98, 103, 130, 

141. In this paper, I examine these colophons in the Tibetan Tripitaka, to-

gether with sDe dge edition No. 3910; Peking edition No. 5306 which is not 

mentioned in the lDan dkar ma. In conclusion, it is clear that Dharmatasila 

lived •`794•`797•`814•`, and his Tibetan translations, which are in exis-

tence today, were translated around A.D. 814. 

87. sNan bcas pa and sNan med pa 

Mamoru KOBAYASHI 

"sNah bcas pa" and "sNan med 

pa" are the divisions of Indian Madhy-

amikas, which were posited by Ron stop Sakya rgyal mtshan, a Sa skya pa 

master. "sNan med pa" is defined as follows: those who accept the fact that 

the nonconceptual wisdom of an arya cognizes, in the deepest phase of 

meditative equipoise, only the reality (dharmata) such as "emptiness (sunya-

ta)" without appearances of conventional objects. The representatives of 

sNah med pas are Madhyamika masters such as Bhaviveka and Candrakirti. 

" sNan bcas pa" is defined as those who accept the fact that the nonconcep-

tual wisdom of an arya arises in the above-mentioned phase, cognizing ap-

pearances of conventional objects, with the aspect devoid of intrinsic nature. 

The representatives of sNan bcas pas are Arya-Vimuktisena and Haribhadra, 

who are famous for their commentaries on the Abhisamayalamkara. Hari-

bhadra's commentary is one of the sources for the arguments of Ron ston, but 

he inherited, in actuality, many interpretations from his master, gYag phrug 

Sans rgyas dpal. As for the later developments, Sakya mchog ldan, a disciple 

of Ron ston, dealt with the problems of the two divisons at some length. sTag 

tshan lo tsa ba showed that Hari-bhadra was well known as a sNan bcas pa 

master at least in the Sa skya Madhyamaka tradition. On the other hand, Dar 

ma rin chen, a dGe lugs pa master, criticized the views of Sa skya pas.
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